甲斐駒ケ岳赤石沢ダイヤモンドAフランケ赤蜘蛛ルート登攀

中原万亀男

朝一番のバスに乗るべく仙流荘前のバス停に行ってみると、そこはすでに多くの登山者で長蛇の列となっていた。結局30分程遅れてバスに乗り込むことができた。山肌を切り裂くようにつけられた南アルプス林道を走るバスはおよそ一時間で標高2000mの北沢峠に到着した。パッキングをし直しすぐに出発する。

紅葉に彩られた登山道を周りの景色を楽しみながらゆっくり登っていった。登るにつれ背後の仙丈ヶ岳の山容が大きくなっていく。しかし駒津峰への登りにかかるとそれまでの余裕もなくなり一気に登行スピードは落ちていった。今回の山行ではそれぞれ25ｋｇを越える荷物を背負って入山しており、甲斐駒ケ岳へのざれた登山道をたどる頃にはますますスピードは落ちていった。ようやく頂上に到着。すぐに黒戸尾根を下降する。

黒戸尾根8合目で登攀の前進基地となる岩小屋を確認。ここから明日の為に取りつきへの下見に向かうことにする。

不明瞭な踏み跡をテープやシュリンゲを頼りに下降を続け、何とかAフランケ頭の岩小屋を確認、更に下降していきフィックスロープの開始地点も確認して8合目に引き返した。

登攀具を岩小屋にデポして七丈小屋まで更に下降を続けようやくこの日の行動を終えた。テントを張り小屋で水とビールを調達して明日の登攀の成功を祈ってささやかに乾杯。眼下には甲府の夜景が広がる中、シュラフに潜り込んだ。
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翌朝未明、ヘッドランプの明かりを頼りに8合目まで登り返し登攀具を回収、昨日の下降路を辿っていく。フィックスロープの開始地点から長い、長い下降を続け、最後はバンド状を回りこんでいくと・・・
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そこにはこれまで見たことのない白い岩壁群が屹立していた。この地を訪れた多くのクライマーが言っている、息を呑む美しさ、目を見張る見事な岩壁、まさしくその言葉どおりの岩壁が目の前にあった。屏風や錫杖とは違う、丸東や明星とも違う、美しく白い花崗岩の大岩壁。

岩壁に見とれながらも登攀の用意をして、渕上－吉谷パーティーで登攀をスタート。中原－大石パーティーも後に続く。

1ピッチ目、大石さんリード。いきなり遠いピンの人工から始まった。ハングのリップのクラックにカムをかませてアブミをセット、チョンボ棒を使い何とか最初のピンにクリップ、この後は垂壁の人工でビレイ点に到着した。

2ピッチ目は5ｍ程フェースを登った後40ｍのジェードルが頭上に続く、見事なコーナークラックだ。ジャミングとレイバックのコンビネーションで登っていくが次第にパンプしてくる。このピッチは40ｍだが上のビレイ点は渕上パーティーが使っていたので中間でピッチをきることにした。フォローする大石さんを迎えて上部に向かう。レイバックで登っていくがすぐに腕がパンプ、カムをセットするのに苦労しながら小さなスタンスがあると思わずレスト。何とかビレイ点に到着することが出来た。

４ピッチ目はクラックから離れてフェースを登りＶ字ハング下まで。「ビレイ解除」の声を聞くと急いでフォローする。５ピッチ目はV字ハングを左から超えていく。途中人工からフリーになる部分は緊張するが何とか上部のピンにクリップすることが出来た。この後階段状のフェースを登り大テラスに到着。レーションを取り上部壁に向かう。
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6ピッチ目は支点のない凹角からカンテを回り込んでいく。フォローで登り、カンテを回り込んで頭上を見ると、7ｍ程上のレッジでビレイしている大石さんのその頭上には見事な岩壁が屹立していた。ブッシュの全くない垂直の70mのフェースにナイフで切り込んだような1本のクラック。そのクラックを先行する渕上パーティーが登っていた。既に渕上さんは遥か上部の垂壁の中でハンギングビレイに入っていた。フォローする吉谷さんのスピードはけして速くない。そのことがこのピッチの難しさを現しているようだった。

上のビレイ点が空くのを見越して僕達もこのピッチを登りだす。７～8ｍ程垂壁のボルトを辿るとクラックになった。最初は残置のハーケンやカムを人工で辿っていくが、すぐにブランクセクションとなる。クラックの幅を見て手持ちのカムを選択してセット、テスティングしてからアブミをセットして静かに乗り込んでいく。ギシッ、という音に一瞬たじろぐが大丈夫、カムはしっかり効いている。再びカムを上部にセットして同じ動作を繰り返して登っていく。カムがなくなるとナッツをセット、それもなくなると下のカムを回収して上にセットして登っていった。20mほど登ると残置が増えてきて容易になり、ビレイ点に到着。アブミをセットしてハンギングビレイにはいる。足下には何もない空間が広がり、フォローで登ってくる大石さんのはるか下方には赤石沢源頭部の白い岩肌がうねっている。すごい高度感だ。続くピッチは恐竜カンテを越えていくこのルート最後のハイライトだ。リードする大石さんがカンテの向こうに消え、ロープが少しずつ伸びていく。しばらくして「ビレイ解除！」のコールが届く。このピッチもボルトが遠く常にアブミの最上段に乗って登っていく。続くピッチが実質的な最終ピッチだった。フェースからカンテを回り込み立木のあるビレイ点に到着。ビレイ点には先行していた渕上、吉谷パーティーが待ってくれていた。すぐに大石さんも登って来て、この後やさしいピッチを2ピッチ登ると昨日確認していた頭の岩小屋に到着した。ここでようやく緊張感から解放されて全員で握手。登攀の成功を皆で喜びあった。長い休憩の後、8合目まで登り返し黒戸尾根を下降、テントに戻り着くころには暗闇が迫って来ていた。

翌日、曇天の中、入山日とあまり変わらぬ荷物を背負い、入山日以上に遅い足取りで下山開始。仙水峠に差し掛かる頃にはついに雪が降り始めてきた中を下降を続け、北沢峠に到着して今回の山行を終えた。
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